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狭小部のpH測定の特長

鋼材などの材料の狭い空間（φ1mm程度）について、水溶液中でのpH測定を行います。

狭小部のpH測定

Cat.No 3E6J-071-00-230412

● 一般的なpH電極は、比較電極を内蔵した複合タイプが多く、先端の電極径は細くてもφ3mm程度あり、より狭
い空間のpHの計測は困難ですが、先端径がφ0.64mmで穿刺型の単極型pHガラス電極を使用することにより
孔径φ0.8mmから1mm程度の狭小空間のpH測定が可能になりました。

● pH電極をマイクロマニピュレーターと組み合わせることにより、孔の深さ方向へのpH測定も実施できます。

狭小部pH測定方法の一例

穿刺型ガラスpH電極のpH測定状況

穿刺型ガラス電極の測定例

● 適用範囲

・ 最小孔サイズ：最小0.8～1.0mm

・ 孔深さ： 5mm(ご相談に応じます)

・ 測定溶液： 水溶液(pH1.0～14の範囲)

・ 使用温度範囲：常温～60℃

● 測定構成の一例
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